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明治 5年 8月 3日に学制12)が発布され， 「教育ノ初級」とし 6種の小学が示された。基本で
ある尋常小学は 6歳から 9歳までの下等小学と10歳から13歳までの上等小学に分かれ， 「男女
必ス卒業スヘキモノトス」とされ教科にも男女の区別はなかった。ただ 6種のうち女児小学は
「教科ノ外二女子ノ手芸ヲ教フ」とし女子だけの科目が加えられた。小学では「体術」， 「養




14) 2時間課されているものの，体術は記載されていない。明治 6年 5月19日の改正小学教則 で
は，新たに「教師自ラ人身ノ蓑生スル所以・ノ理ヲロ述ス」という生理も加わり時間配当された






















































































であり中学校とは兵式体操対遊戯に違いがある。必修として 4年までは中学校同様 3時間， 5 
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表 5 第 2次改正学校体操教授要目における
遊戯及競技の男女教材
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